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N07a 共生星の分光解析Ｉ．輝線発生領域のサイズ
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共生星の分光観測から得られるデータを用いて、輝線が生ずる領域のサイズを決める方法を提案する。共生星が放射する
輻射 Fλ は一般に高温星成分（Fhot）、低温星成分（Fcool）、電離ガス成分（Fion）、星周塵成分（Fdust）から成る。（Kenyon,
S. J. and Webbink, R. F., 1984, 279, 280）従って、

Fλ = Fhot + Fcool + Fion + Fdust

と書ける。可視領域に限れば、Fλ ≃ Fcool + Fion と近似してよい。このような考え方に基づいて輝線を放射する電離領域
のサイズを決定する。Fion/Fcool ≃ I(Hα)/I(cont) となる輝線・連続光強度比 (Line-Continuum Ratio, LCR) を測定する。
これは次式のように、電子密度 Neをパラメータとして電離領域の半径 Rneb に関係している。

LCR = I(Hα)/I(cont) ∼ f(Ne,Rneb/Rcool, τ)

但し、Rcool は低温星の半径、τ は低温星輻射の星周塵による吸収を示す。観測量 LCR とNe が既知であれば Rneb/Rcool
が求まる。我々のデータ (LCR)と他の観測結果 (Ne)を用いサイズの推定を行った数例の共生星については他の独立の観測
結果と良く一致する。
故に、この方法は共生星の電離領域構造を調べる良い診断方法であると考える。


